
近畿大学教養 ・外国語教育センター紀要(一 般教養編)3巻1号,49-60,2013

フライングデ ィス ク競技 の アルテ ィメ ッ トの授業 実践(そ の1)

一 男女共習型授業の実践 を通 して 一

大島 寛

Thedevelopmentoftheultimategameforflyingdisc(1)

-Basedonteachingexperiencesofco -educationalclasses一

HiroshiOshima

1.は じ め に

大学体育の授業では男子のコース,女 子のコー

ス とい う指定はほとんどの大学でなされていな

いのが現状である.中 学 ・高校の体育において

は,男 女間の性,体 力,体 格,運 動能力差を理由

に,ほ とんどの学生が男女別で授業をおこなって

きてお り,男 女共習型の授業を受講することは初

めてである場合が多い(八 代,2004).男 女共習

型の授業は男女間の性,体 力,体 格,運 動能力差

にかかわらず,個 人の能力や可能性を尊重 し,そ

れぞれの良さを発揮 して生きてい くためにはどう

すれば良いかを考える実践的な場となり,そ の意

義は大 きい と思われる(北 田,1999).男 女共習

型の授業を展開するには,体 格 ・体力差のある男

女学生がケガをせずにスポーッを学び,ゲ ームを

楽 しむことに留意 しなければならない.ボ ール運

動のように動きの激 しい種 目は,ゲ ームになれば

速い動きが伴い,男 女混合のチーム編成では男子

学生が中心にゲーム展開する場面が多い.こ のこ

とは,こ れまで男女共習型の授業の経験が少ない

ことやほとんどのスポーッ種 目で男女混合部門を

設けた競技が見受けられないことが原因と考えら

れる.体 格 ・体力差を配慮する中で男女学生がそ

れぞれの役割 を考え,ゲ ームプランを立てるこ

と(北 田,1999)や 必要に応 じて独自のルールを

つ くることは,新 たな授業展開の発見や教材研究

にもつながる(高 田,1977;高 田,1979;中 村,

1983).体 格 ・体力差のある男女学生がケガをす

ることなく生き生きとスポーッ活動に協力 しなが

ら取 り組み,ゲ ームを通 じて新 しい仲間をつ くる

ことは,大 学体育の役割のひとつであると考えら

れる.

フライングディスク競技のアルティメッ トにお

いては競技形式に男女混合のミックスアルティ

メットがある.2001年 の秋田ワール ドゲームズ

より男女混合でゲームをおこな うミックスアル

ティメットが公開され,広 いフィール ドでサッ

カーやラグビーと同等の運動量を要する競技を男

女が力を合わせて戦う様子を紹介 した.日 本にお

いては今のところ,中 学 ・高校の体育でフライン

グディスクを教材として経験 している学生はほと

んど見られないが,2012年 度 より中学校新学習

指導要領のゴール型ゲームの中に陣取 り型の種目

としてアルティメッ トが採用されたため,今 後の

中学校体育の授業でアルティメッ トを経験する場

面も増えると考えられる.男 女共習型のクラスで

フライングディスクのアルティメッ トを教材とし

て学習するということに関 しては,学 ぶ機会が少

ないという理由から,教 える側も教えられる側も

経験が乏 しく教材としては未知数のものであると

考えられる.2012年 度 より中学校新学習指導要

領のゴール型ゲームの中にアルティメッ トが採用

されたことをきっかけに,今 後中学 ・高校 ・大学

の体育教員がアルティメッ トを教材として指導す

る際の手引やたたき台としてこの報告が参考資料
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となれば幸いである.こ こでは平成17年 から平

成24年 までの8年 間,フ ライングディスクの授

業を選択 した男女共習型のクラスのべ425名(男

子学生56%,女 子学生44%)の 授業展開におけ

る方策と問題点を明らかにし,そ の実際について

論 じるものとする.

五.教 材 としてのアル テ ィメ ッ ト

ア ル テ ィメ ッ トは アメ リカ を中心 に発 展 し,

フ ラ イ ングデ ィス ク を使 いパ ス をつ ないで相 手

陣 地 に攻 め て い く7人 制 の チ ー ム ゲ ー ムで あ

る,ア ルテ ィメ ッ トは1967年 に ニ ュ ージ ャー

ジー州 コロ ンビア高校 の ジ ョエ ル ・シルバ ー に

よって 「FRISBEEFOOTBALL」 と して考案 さ

れ,1968年 に初 め て コロ ンビア高校 の生徒会 で

「FRISBEEFOOTBALLGAMES」 が 行 われた。

その後改良 され,現 在の アルティメッ トの原型 と

なるゲームが1969年 に コロ ンビア高校 で,男 女

混合チ ームの高校生 と教員チ ームの 問で行 われ た

こ とか ら始 まる.1970年 に は,ア ルテ ィメ ッ ト

の ルー ルが完 成 され,こ の とき唱 わ れたゲ ー ム

の精神 「SPIRITOFTHEGAME」(審 判 は置か

ず お互い のプ レーをお互いが ジ ャ ッジす る)注1)

は,40年 以 上経 った現在 も受 け継が れている.

1972年 に ラ ドガーズ大学 とプリ ンス トン大 学

との間 で初 めて大学 の アル テ ィメ ッ トの試合 が

行 われ,29対27で ラ ドガーズ 大学 が勝 利 した

こ とは,ニ ュー ヨー ク タイムズ で報 じられ てい

る.1979年 に は コロラ ド州 ボル ダーで アルテ イ

メ ッ ト ・プ レーヤ ーズ協会(UltimatePlayers

Association)が 結 成 され,各 地 で本格 的 に大会

が 開催 され る ように な り,こ の年 第1回 ク ラブ

チ ーム選手権 が行 われ た.1983年 に はス ウ ェー

デンで第1回 世界 アルティメッ ト選手権が 開催 さ

れ,男 女 ともアメ リカが優 勝 した.1989年 に ド

イツで第1回 世界 ク ラブチ ーム選 手権 が 開催 さ

れ,こ の年 開催 され たワール ドゲ ームズで もアル

テ ィメ ッ トが初 めて紹介 され た.2001年 の ワー

ル ドゲ ームズ秋 田大会で アルティメッ トが初め て

公式競技 と して開催 され,ミ ックス アルティメッ

トの部門 でのみ競技 された,2002年 の 世界 クラ

ブチ ーム選手権 では24力 国か ら120チ ー ムが参

加 し,2300人 が 競 技 した.現 在,世 界 フライ ン

グデ ィス ク連盟 の加 盟 国 ・準加盟 国の総 数 は81

か 国で,ア ルテ ィメ ッ トは54力 国 で競技 され,

ア メリカで は3万 人が プレー してい る.

コ ー トの大 きさは ,縦100m× 横37mで ゴ ー

ルエ リアは64mで あ る.使 用 されるデ ィスクは,

ウ ル トラス ター175Gで 競 技 者 は7人,交 代 要員

を含 める と28人 がエ ン トリーで きる.国 際試合

で は17点 制で行 われ前 半9点 でハー フタイム と

なる.交 代 は点が入 るたびに自由に何 回で もで き

る.パ ス はデ ィフェンスがマ ークについてス トー

リ ングコール注2)さ れ た場合 は10秒 以内 に行 わ

なけ れ ばな らない な どの ル ール が特徴 で ある.

ミックス アルティメッ トの場合 は,女 子が3人 ま

たは4人 以上 出場す ること.そ の決定権 はオフェ

ンス側チ ームにあ ることが特徴であ る.ま たアル

ティメッ トは審判 を置かずお互いの プレーをお互

いが ジャッジす るものであ るため,審 判がついて

ゲ ームをお こなって きた学生 にフェアプレーを考

えさせ る教材であ るとい える,ア ルティメッ トで

は身体接触 はファール となるため,身 体接触 によ

るケ ガが起 こる危険性 は低い と考 えられ る.ボ ー

ルゲ ームと比較 して も,ア ルティメッ トは男女共

習型の授業 を展 開す る上で教材 と して適切 な種 目

であ ると考 えられ る.

皿.基 本技術の習得からゲームへの展開

アルティメッ トは,ス ローイング技術 をあ る程

度習得 し,基 本的 なル ール を学習すれ ば比較的容

易 にゲ ームを楽 しむことがで きる.ゲ ームへ発展

させ るまでのス ローイング技術の練習方法 と学習

隊形 を下記 に示 した.ま た雨天時の副教材 と して

「フライ ングデ ィス ク競技 の アルテ ィメ ッ トの授

業実 践」DVD版 を 使用 し,実 際 の動 き方 を動 画

で学習 した.

① スローイング(バ ックハ ン ド・フォアハ ン ド ・

アップサ イ ドダウン)と キャッチ ング

デ ィス クをキャッチ して味方 にパスす るため
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にはスローイングとキャッチ ングの技術が必要

で ある.バ ックハ ン ド・フォアハ ン ド・ア ップ

サ イ ドダウンのス ローイングがゲ ームで使 われ

るスローとなるため,そ れぞれの スローイング

の デ ィス クの握 り方 と投 げ方 を指導 した.ス

ローイングとキャッチ ングの練習方法 と しては

2人 で10歩 離 れた距 離で 向かい合 って行 うも

の と,3人 で正 三角形 に広が り行 うもの を実施

した.

② ピボ ッ トとマ ーカー

ゲームの場面で はピボッ トの技術が必要 とな

る.マ ー カー(ス ロー ワーにマー クにつ いてい

るデ ィ フェ ンス プ レーヤ ー)が い る場 合,プ

レーヤ ーはピボッ トを使 ってマ ーカーの手の外

側か らス ロー しなけれ ばならない.バ ックハ ン

ドとフォアハ ン ドのス ローをマ ーカーの左右 ど

ちらか ら も投 げることがで きれ ば,比 較的容易

にゲ ームに移行で きる.マ ーカーはス ローワー

に正対す るとス トーリングコールをか ける.こ

の ス トー リング コー ルに よ りス ローワー は10

秒 以内 にス ロー しな けれ ばな らな くな る.ス

ローワーの ピボ ッ トとマ ーカーのス トーリング

コールは同時 に学習で きるゲ ームで必要 な技術

で ある.

③ マ ーカーブレイク ドリル

ピボッ トを使 ってバ ックハ ン ドでス ローす る

技術 とピボッ トを使 ってフォアハ ン ドでス ロー

す る技術が あれ ば,マ ーカーの両サ イ ドか らパ

ス を 出す こ とが で きる.レ シ ーバ ーはス ロー

ワーの左 右 どち らか のエ リア に走 り,ス ロ ー

ワーはレシーバ ーにピボ ッ トを使 ってパス を出

す.こ の練習方法 をマ ーカーブレイク ドリルと

い う.(図1-1)

・ピ ボ ッ トを使 ってバ ックハ ン ド側 に走 って く

るレシーバ ーにバ ックハ ン ドでス ローイング

・ピボッ トを使 ってフォアハ ン ド側 に走 って く

るレシーバ ーにフォアハ ン ドでス ローイング

以上の2つ の技術 を学ぶ ことで,走 って くる

レシーバ ーにマ ーカーの左右か らスローイング

で きる ように なる.ま たパ ス を受 ける レシ ー

バ ー もス ローワーの左右のエ リアでパス を受 け

レシ ーバ ー

マ ー カ ー

＼ 一/
○

ス ロ ー ワ ー

レシーバ ー● スローワー○ マ ーカー一

図1-1マ ー カ ー ブ レ イ ク ド リル(フ ェ イ ク な し)

るイメージが養 われ る,

④ マ ーカーブレイク ドリル(レ シーバ ーはフェイ

クを行 う)

レシーバ ーの走 り方 は2通 りあ る,1つ 目は

フェイク(デ ィフェンス を振 り切 るための疑似

的 な横の動 き)を お こなわず,そ の まま走 って

パ スを受 ける方法であ る.2つ 目は フェイ ク し

てデ ィフェンスの動 きと逆方向 に走 ってパス を

受 ける方法であ る(図1-2).

ス ロ ーワーは走 って くる方向 と反対側 に一度

ピボ ッ トを使 ってか らレシーバ ー にパ ス を出

す.レ シーバ ー の フェイ ク とス ロ ーワー の ピ

ボッ トは,い ずれ もデ ィフェンス を騙すための

技術であ るためゲ ームに移行す るための重要 な

課題であ る.

⑤ ラダー ドリル(4人 でデ ィス クをつな ぐ)

マ ーカーブレイク ドリルであ る程度パスがつ

なが るようになれ ば,複 数の レシーバ ーでパス

をつ な ぐラダー ドリルに移行す る.バ ックハ ン

ドス ローの連続 プレーとフォアハ ン ドス ローの

連続 プレーを学習す る ドリルは一般的 にラダー

ドリルと呼 ばれてい る(図2-1).

こ の ラダー ドリル をお こな うこ とに よって,
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フ ェ イ ク

レシ ー バ ー

か
/
一

一

〇

.＼

ス ロ ー ワ ー

フ ェ イ ク

レシーバー● ス ロー ワー○ マーカー 一

図1-2マ ー カ ー ブ レ イ ク ド リ ル(フ ェ イ ク あ り)

あらか じめ決められたパスルー トを使って攻撃

をおこなうセッ トプレーへ と移行で きる(図

2-2).

セ ッ トプレーの利点 はパス を受 ける順番 を決

めてお くことでパスエ リアへの レシーバ ーの動

きが整理 され,レ シーバ ーが重 な り混雑す るこ

とを防 ぐことであ る。

⑥ カッ トバ ック ドリル(縦 の フェイクを使 って レ

シーブ)

マ ー カー ブ レイク ドリル で レシーバ ーは,

デ ィフェンス を振 り切 るための疑似的 な横の動

きをお こなったが,カ ッ トバ ック ドリルは縦の

動 きの フェイクを使 ってマ ークをはず してパス

を受 ける技術 となる.ゴ ール方向 に走 ると見せ

か けることで,得 点 され まい とす るデ ィフェン

ス をあ わて させ,そ のあ とス ローワーの方向 に

ターン しパス を受 ける技術であ る(図3).

○ ニ ス ロ ー ワー ◎ ニ レ シ ーバ ー

」

一
和

ス ロ ー ミ/＼@シ ー1
ミ

ス ・ 一 〇 ス ・ 一 ワ ー

図3カ ッ トバ ック ドリル

⑦ カッ トバ ックとGIVE&GO

GIVE&GOは サ ッカーやバ スケ ッ トで よ く

見 られ る2人 で パ ス をつ な ぐ基 本 的 な技 術

で あ る.ス ロー ワー はパ ス を出 した後す ぐに

レシーバ ー か ら もう一 度パ ス を受 ける.こ の

図2-1ラ ダ ー ドリル
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18m 64m 18m

37m

○=オ フェ ンス

図2-2ア ル テ ィメ ッ トコー トとセ ッ トプ レー

GIVE&GOの 技 術 と先 にお こなったカ ッ トバ ッ

ク ドリルを組み合 わせ てお こなうことによ り両

方の技術 を効果的 に学ぶ ことがで きる(図4).

⑧ ミニゲ ーム(3vs3,4vs4)(図5)

複 数 の プレーヤ ーでパス をつ な ぐことがで き

る ようになれ ば,3vs3,4vs4の ミニゲ ームへ

移行で きる,パ ス をつ ないで ゴールを奪 うこと

はアルティメッ トの最 も楽 しい部分であ り,ミ

ニ ゲー ム は7人 制 の アル テ ィメ ッ トに発展 さ

せ る上 での重 要 な練習方法 であ る.3人 も しく

は4人 の役割 を決め,ど の ようにすれ ばゴール

で きるか を考 えることは,コ ー トを使 ったゴー

ル型ゲ ームの醍醐味であ る.ミ ニゲ ームだけを

実施す る場合 は,ラ インを引いて ミニ アル ティ

メ ッ トコー トを作 成 して も良い が,ミ ニ ゲ ー

ムの後 フル コー トのゲ ーム を実施す る場合 は,

コ ー ンを ゴー ルエ リアの 目印 と して設 置 し,

ゴ ールエ リアを作 って も良い.ミ ニゲー ム後,

7人 制の ゲームを実施す る場合,ミ ニゲームの

コー トの ラインとフル コー トの ラインが混在す

るため混乱 を招 く.そ の ようなことを避 けるた

め,7人 制の コー トは ライ ンを引いて作 成 し,

ミニゲ ームの コー トはコーンだけで ゴールエ リ

アを作成す る.グ ラン ドの大 きさに応 じて ゴー

ルエ リアは自由に設定 し,実 施人数 によって柔

軟 に対応す る。ゲ ーム形式で ミニゲ ームをお こ

なうことによってゲ ーム展開の方法や ルールの

確認がで き,ス ムーズ に7人 制のゲ ームに移行

で きる.

図4カ ッ トバ ックとGIVE&GO
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● ○

O=オ フ ェ ン ス ◎=コ ー ン

●=デ ィ フェ ンス

コ ー ン

シ ュ ー ト ス ロ ー

⑥ ◎ ● ○

○ ス

ゴ ー ル

●

マ ー カ ー1

ゴールエリア

ン◎ ◎ コ ー ン コー ン

ゴールエリア

コ ー ン

図5ミ ニゲ ーム

ラインな しで コーンを用い てゴールエ リアを

作 った場合 は,サ イ ドラインが無い.通 常の ア

ルティメ ッ トコー トであれ ばゴールエ リアの横

や後 ろ側 はOBエ リアとなるが,サ イ ドライン

が無い場合 は,ゴ ールエ リアに対 してどの方向

か ら攻 撃 して も良い とい うルー ルで実施す る.

この ルール変更の利点 は,プ レーを中断 させ る

ことな く数多 くのパス を投 げさせ ることがで き

ることで ある.

⑨ ゲーム(7vs7)

通 常 の コー トの大 きさは,縦100m× 横37

mで ゴ ールエ リア は64mで あ る(図2-2).し

か しなが ら,こ の大 きさで コー トを作 ることは

難 しい場合が多い.グ ラン ドの大 きさに応 じて

縮小 してコー トを作 り5vs5か ら7vs7の 範 囲で

ゲ ームを行 うことで対応す る.ラ ダー ドリルや

GIVE&GOの 技 術 を試 した り,セ ッ トプ レー

にチ ャレンジす ることで アル ティメッ トのゲ ー

ムの特徴 の ひ とつ で あ る 「パス をつ な ぐ楽 し

さ」 を学習す る.

]V.男 女 混合ゲ ームのル ール作 り

男 女共 習型 の アルテ ィメ ッ トの授 業 を展 開す

る上 で どの よ うな課題が 生 じるか を模索 す る た

め,試 しの ゲー ムを実施 した.男 女共 習で学 び

ゲ ームを楽 しむことの意義 と審判 は置かず にセル

フジャッジでゲ ームを行 うことが,ア ル ティメッ

トの特徴であ ることを説明 し,セ ルフジャッジで

判断で きない場合 は,プ レーを中断 して話 し合 う

ことと した.ア ルティメッ トのル ールの理解 とお

こ りやす い フ ァール を解 説 し,接 触 プ レーな ど

の安全上 の注 意 を行 った後,男 女混合(男 子1～

3名,女 子1～3名)の チーム編成 で3vs3も し く

は4vs4の ミニゲームを実施 した,ゲ ーム終 了後,

グ ループ別 にゲ ームを進めてい く上での問題点 を

発表 した.

① オフェンス側の プレーヤ ーが 同時 に同 じエ

リアに動 こうとす る

②GIVE&GOの 使 い方 を工夫 したい

③ ロングシュー トの ミスが多 くなるとお も し

ろ くない

④ ターンオーバ ー後の速攻が多 くなると疲れ

る

⑤ 風が強い とパスが難 しい

⑥ フオアハ ン ドが難 しい

これ らの意見 を参考 に,男 女混合チ ームでゲ ー

ムを行 う上での解決策 をグル ープ別 に話 し合い な

が らゲ ームを進め た.

① につ い て は,1本 目の パ ス を 出 す 人 と も

ら う人 を決 め て お くこ と とパ ス を 出せ なか っ

た場 合 の プ レー を決 め て お くこ と と した.②

のGIVE&GOは,陣 地 を獲 得す るの に有 効 な

プ レー であ るが,ビ ハ イ ン ドへ のパス を使 っ た

GIVE&GOも ゴ ー ル前 で は有効 であ る こ とをア

ドバ イス した.③ につ いて は ロ ングシュ ー トと

シ ョー トパス を使い わけることとビハ イン ドパス
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か らのサ イ ドチ ェンジを有効 に使 うこと もイメー

ジと して持つ ことをア ドバ イス した.④ について

は,ミ スが起 きたあ とオ フェ ンス プ レーヤ ー は

ディスクにゆっ くり歩み寄 って時 間調整す ること

もで きることを指導 ⑤ と⑥ は各 自の個人技術 に

かか わることなので,時 間をか けて練習す ること

を教員側か らア ドバ イス した,

V.特 別 ル ール とゲ ームの実際

男女混合チームでゲームをすすめてい く中で,

女子学生のゲームへの取 り組みが消極的であるこ

と,デ ィスクに触れる回数が少ないことが 目立つ

ため,そ の解消方法として以下の特別ルールを考

案 し実施 した.

A案 「男子 は女子に しかパスで きないが,女 子

は男女どちらにパスしても良い」

女子が2名 入る場合は,女 子がディスクに触れ

る回数を増やすことに有効なルールであるが,女

子が1名 の場合は,女 子の運動負担が増えること

となった.女 子のゲームへの積極的参加を促すに

は,有 効なルールであると判断 した.

B案 「全 員がデ ィス クに触 れ なけれ ばシュー トで

きない」

全員がパス を回 してい る間に相手 に奪 われ た場

合 は,も う一度初めか らパス 回 しを しなけれ ばな

らない.最 後 に触れ なけれ ばならない プレーヤ ー

が ゴール して も良い.

この ルールはパス コン トロールの技術 と声 によ

る有効 な指示が必要 になるため難易度が高い.ま

たゴールを狙 う場面が少 な くなるため ゴールを奪

う とい うお もしろみ に欠 ける とい う意 見が あ っ

た.利 点 としては,4人 のチ ーム と3人 のチー ム

が その ままコー トに入 って対 戦 で きる こ とであ

る.人 数の多いチ ームは,1人 多 くパス を回さな

けれ ばならないので,人 数の ア ドバ ンテージはあ

ま り気 にならない.全 員が ディスクに触れ なけれ

ばならない ことは,ゲ ーム前のス ロー練習 になる

ため,冬 場の授業での ウォームアップの1つ と し

て有効であると判断 した.

C案 「女 子が シュー トして女子が ゴール した ら3

点.男 子 がシュー トして女子が ゴール した ら

2点 。女 子が シュー トして男子が ゴール した

ら2点.男 子 がシュー トして男子が ゴール し

た ら1点.」

A・B案 は,パ スの制限や ルールの変更 を行 う

形式で あったが,C案 は女子が得点 シー ンに絡 む

と高得点が得 られ るとい うア ドバ ンテージを設定

した。女子か ら女子の シュー トで3点.ま た女子

が シュー トす ること,キ ャッチで ゴール に絡 むこ

とで,2点 取 れる とい うア ドバ ンテージ を利 用 し

て,各 チ ームが ゴール付 近での女子の動 き方やポ

ジシ ョニ ングを考 える機会 となった.

C案 に よるゲーム展 開は,下 記の学生の感想か

らも男女共習で アルティメッ トを学 びゲ ームを楽

しむ こ とが意 義深 い もので あ るこ とが うか が え

た.

・女子 同士 なら3点 や男子か ら女子 なら2点 と

い うルール設定で は,男 女両方が楽 しめ るよ

うになったと思い ます,何 も制限の ないゲ ー

ムで は男子 だけがデ ィス クに触 ってい る印象

だったか らです.

・男 女 合 わせ て の ア ル テ ィメ ッ トにつ い て

多 々,デ ィス クを取れず,男 の子達 に迷惑 を

か け ま したが,ゴ ー ル付 近 で,女 の子達 に

デ ィス ク を渡せ る よ うに配慮 して くれ ま し

た。女の子 同士で は,そ うい う配慮 はないの

ですが,と て もいい体験がで きま した.

・普 通 な らゲ ー ムで女子 は活 躍 しづ らい です

が,今 回女子が ゴールす ると2点,女 子がパ

ス して女子が ゴールす ると3点 とい うルール

は,活 用で きれ は試合が有利 に進め られ,全

員が活 躍で きて とて もよか った と思 い ます.

ま た試合 を してい る中で,ロ ングパスが通 り

に くく,細 かいパス をつ なげて少 しずつ攻め

たほ うが得 点 につ なが りやす い と感 じま し

た.

・女子が ゴールすれ ば2点
,女 子か ら女子への

連携で ゴールすれ ば3点 とい うル ール,僕 は
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良い ルールと思い ま した.女 子 と男子 にはど

う して も身体的 な差があ り,女 子 と男子が競

り合い になれ ば女子が負 けて しまうこと もあ

る と思 い ます.そ して,こ の ル ールが あれ

ば,劣 勢 にあるチ ームが女子の プレーで逆転

勝利 を狙 える よ うにな るので,勝 って い る

チ ームは油断せず に,負 けてい るチ ームは諦

めず に,最 後 まで集 中 してプレーで きるよう

になるので,男 女混合で アルティメッ トをや

る際 には,こ の ルールでや ると良い と思い ま

した.

・初め はとて もハ ー ドな競技で
,女 子がい て も

大丈夫 なのか な?な どと思 ってい ま したが,

バ スケ ッ トや ラグビーの ルールに少 し近いの

にそれ らと違い全然衝突が ない うえに,女 子

を介 して得点 を決め ると点数が上が るとい う

ルールで,さ らにみ んなが一丸 になれ たと思

い ます .

・男子か ら女子ヘパス を してゴールを決め ると

2点 とい うルールは良か ったです.男 女間の

コ ミュニケーシ ョン も取れ て,い ろい ろ決め

た りす るの に早 く決 まった りして,ま た会話

も増 えて女子か ら も意見 を出 して くれ る場面

もあ り,良 か ったです.

・男子 のみの試合 は もちろん楽 しかった け ど
,

女 子 も混 ぜ ての試 合 の ほ うが楽 しか ったで

す.男 子か ら女子の得点 は2点,女 子か ら女

子の得点 は3点 とい うルールが よか ったと思

い ます.み んなで協力す るの は当然 なのです

けど,男 女混ぜ てや った時の ほうが協力す る

ことが大切 だと思 った し,そ のおか げで話 し

す るようにな り,ア ルティメッ トを楽 しめ ま

した.

・女子が点 をいれ たら2点 はい るなどの ルール

は,男 子 だけでパス を しあ ってゴールを決め

るので はな く,女 子 も積極的 に攻撃参加で き

てい たので よか ったと思い ま した.こ の競技

を通 じて,新 しい友達がで きみ んな仲良 くで

きたの は,本 当によか ったと思い ま した.

・生 まれ て初め て
,ア ルティメ ッ トとい う競技

を しま した.最 初 はディス クを投 げるの も下

手 くそで したが慣 れ てい きま した.そ して,

試 合 を してみて思 ったことは,ゲ ームメイク

が ほかの どの競技 よ りも大切 だとい うことで

す.自 分がデ ィス クをキャッチ した ら動 けな

い とい うのが特徴的 なので,周 りを見 わたす

能力 も必要 だと感 じま した.ま た,女 子がポ

イン トす ると得点が違 うとい うルールは,試

合 において味方 を認識す るとい うことにもつ

なが ると思い ま した.ゲ ームの幅が広が るの

で よか ったと思い ます,

・女子が ゴールに入れ たら2点
,女 子が投 げて

女子が受 け取 って点 を入れれ ば3点 とい う先

生の提案で,私 も積極的 に加 われ るような環

境で頑張 ることがで きま した.自 分が行 うだ

けで な く,他 の人が試合 を行 ってい るの を見

て,ア ル テ ィメ ッ トは物凄 くか っ こい いス

ポー ッだ と感 じま した.テ クニ ック,持 久

力,戦 略 などベ ーシックであ りなが ら奥深い

ス ポーツで,非 常 に魅力のあ るスポ ーッだと

思い ます。

・男女混合の アルティメッ トは楽 しか ったです

が,や っ ぱ り男子 と女 子 の体力 の差 が全 然

違 って,ほ とんど男子 にまかせ っき りになっ

て しまって いた部 分 もあ る と思 い ます.で

も,女 子が ゴールに入れた ら得点が高 くなる

とい うルールがあ ったので,女 子 もゲ ームで

活躍で きる場面 もあ りよか ったと思い ます.

以 上の ように,ア ルティメッ トの既成の ルール

を変更す ることで,体 格 ・体力差のあ る男女学生

が個人の能力や可能性 を尊重 し,そ れぞれの良 さ

を発揮す るため にはどうすれ ば良いか を考 えさせ

る実践的 な場 となった.

V【.視 聴覚教材の活用

雨 天 時の授 業 を利 用 し,こ れ まで行 って きた

ゲームの戦術理解 とルールの補足説明 をお こなっ

た.ゲ ーム展 開の イメージ作 りがで きるように視

聴覚教材 を使用 し,戦 術面の学習 を行 った.代 表

的 なセ ッ トプレーを説明 し,デ ィス クの位置や プ

レーヤ ーの動 きに よって 自在 にフ ォーメ ーシ ョ
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ン を変 形 させ て い くこ とを学 習 した(図2-2).

コ ー トの 中をどの ように動い て攻撃 に結 びつ ける

のか を考 え,デ ィス クを持つ プレーヤ ーとサ ポー

トす るプ レーヤ ーのポ ジ シ ョンの取 り方 を学 習

し,各 チ ームで ポジシ ョンの決定 などをお こなっ

た.

ま た,ゾ ーンディフェンス とゾーンオフェンス

の説明 をお こない,マ ン トゥマ ンの攻防 とは違 っ

たゾーンの戦術 も学習 した.

ゾ ーンディフェンス は,マ ーカー ・ミ ドル ミ ド

ル ・サ イ ドマー カーの3人 がス ロー ワー を囲 む

カ ップデ ィフ ェンスが特 徴 であ る.ま ずス ロ ー

ワーに対 してマー カーが ス トー リ ング をか ける.

ミ ドル ミ ドルはス ロー ワー に対 して正 面のパ ス

を防 ぐ.サ イ ドマ ー カー はス ロー ワーか らの斜

め45度 の方向のパ ス を防 ぐ(ミ ドル ミ ドル ・サ

イ ドマ ー カーはス ロー ワー か ら3m以 上離 れ な

ければな らない).第1列 で はカ ップデ ィフェン

ス,第2列 で はサ イ ドミ ドルとシ ョー トディープ

が ミ ドル ミ ドルの左 右 のエ リアへ のパ ス を防 ぐ。

第3列 で はサ イ ドミ ドルとディープディープが ロ

ングパ ス を防 ぐ.こ れ に対 しゾー ンオ フェ ンス

は,ビ ハ イン ドパス とサ イ ドチ ェンジパスで カッ

プデ ィ フェ ンス を揺 さぶ る.揺 さぶ りに対 して

マ ーカー ・ミ ドル ミ ドル ・サ イ ドマ ーカーのマ ー

クが甘 くなったエ リアに縦パス をつ なぎ,ゴ ール

方向 にディス クを進め てい く.ゾ ーンディフェン

ス は,サ イ ドラインで待機 してい るプレーヤ ー も

ディフェンス に声 をか け,実 際 にディフェンス し

てい るプ レーヤ ー と共 同で オ フェ ンスに プ レッ

シ ャー をか け るチ ー ムデ ィフ ェ ンス であ る(図

6).こ れ らの戦術 を理解 し,各 チ ームで個人の能

力や体格 ・体力差 を考慮 しなが ら攻守の ポジシ ョ

ンを決定 した.

V圧.ま と め

アルティメッ トを教材として授業を展開してい

く中で,男 女共習型の授業の良 さは何かを考 え

た.い くつか考えられるが,一 番は男女が思いや

りの気持ちを持ちながら教え教わることではない

か と考 えた.そ の ことを実現 す るた めに は,既

成 のル ール を変更 す る ことが 良 いの では ないか

と考 え,試 行錯 誤 を繰 り返す 中でC案 「女子 が

シュー トして女子 が ゴール した ら3点.男 子 が

シュー トして女子 が ゴール した ら2点.女 子 が

シュー トして男子 が ゴール した ら2点.男 子 が

シュー トして男子が ゴール したら1点 」の実施 に

至 った。結果的 には,既 成のル ール を変更す るこ

とで,体 格 ・体力差のあ る男女学生が個人の能力

や可能性 を尊重 し,そ れぞれの良 さを発揮す るた

め にはどうすれ ば良いか を考 えさせ る実践的 な場

となった.毎 時 間行 われ るリーグ戦で反省材料 を

見つ け,そ の ことを次の課題 と して授業展開す る

中で,メ ンバ ー同士が協力 し合 って高得点の ゴー

ルに結 びつ けた り,セ ッ トプ レーやGIVE&GO

を成 功 させ た りす ることは,問 題解決能力 を養 う

格好の場 となった。

また,「 で きる」 ことと 「わかる」 こ との関係

(中村,1983)の 四 つの類型 にある 「で きない し,

わ か って もいない」,「 で きるが,わ かって い な

い⊥ 「で きないが,わ か ってい る」,「で きる し,

わか って もい る」 とい うパ ターンに学生の行動 を

当 て はめてみ た.「 で きる し,わ か って もい る」

チ ーム は,比 較的早 い 時期 か ら女 子が ゲ ームで

機能 する ようにな った.ま た,「 で きないが,わ

か ってい る」学生 は,ゲ ームを作 ってい く上での

有効 な声 を出す ことが で きる ようになった.「 で

きるが,わ か ってい ない」学生 はロングシュー ト

を多用 してパス 回 しでゲ ームを作 るイメージが欠

乏 しがちであ った.「 で きない し,わ か って もい

ない」学 生 は幸い に もほ とん ど見 られなか った

が,こ の ような学生のモチベ ーシ ョンをどの よう

に して向上 させ るか は,チ ームの得点力の向上 に

もつ なが る.特 にメンバ ー同士が協力 し合 って高

得点の ゴール を獲得す るための手法 をグル ープで

考 える場 面で は,「 で きる」 こ とと 「わかる」 こ

との関係 を高 い レベル で実現 す る機会 を与 えた.

男 女共習型の授業で アル ティメッ トを教材 と して

グループ学習 に取 り組 む場面で は,四 つの類型 を

参考 に学生の授業への取 り組み を観察す ることは

興味深い ことであ ると感 じた。 これ らは,筆 者の
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○ ニ オ フェ ンス

＼サイ ドミドル ＼=デ ィ フェ ンス

ス ロー ワー

!
＼ ぎ 一 カ ー ○ 、＼ デ イー プ デ イー プ

ビハ イ ン ドパ ス 1ミ ドルミドル ○

゜＼ ○/シ ョートディープ

サイ ドチェンジ /サ イ ドマーカー

○」遡 〉 ○/サ イドミドル

図6ゾ ー ンデ ィフェンス とゾー ンオ フェンス

これまでの経験に則 した観察で しかないが 「でき

る」ことと 「わかる」ことの関係の観察は今後 も

継続させたい.

自己表現やコミュニケーションの手段 もスマー

トフォンの普及によって,さ らに間接的なものに

変容 している.そ の中で大学体育の授業において

は,教 材を通 して身体表現 したり,他 者とコミュ

ニケーションをとった りする場を提供 している.

中学 ・高校を通 じてアルティメッ トの学習経験が

ほとんどなく,普 段あまり顔をあわさない男女の

学生同士が,未 知の教材 を試行錯誤 しなが ら学

び,ス ポーツを通 じて仲良 くなり,良 好な人間関

係を構築 する様子はスポーッの醍醐味であると再

認識 した.

今後 も男女間の体格 ・体力の差を配慮する方法

的側面と組織的側面に着 目し,そ れぞれの可能性

や個性を発揮させるためのルール作 りや授業改善

を課題 として,男 女共習型の授業 に取 り組みた

い.

注

1)お 互 いの プレーをお互い でジ ャ ッジす る フラ

イ ングデ ィス ク競技 独特 のル ール.ス ピ リッ

ト・オブ ・ザ ・ゲ ームは,以 下の5つ の評価項

目について5段 階評価 を行 う,

1。 ルールの理解

根拠の ない コールを しない.ル ール を都合のい

い よ うに解釈 してい ない.時 間 を守 ってい る.

ル ールについて学ぶ姿勢 を見せ た,あ るい は教

えて くれ た.

2。 ファールお よび身体接触

ファールや 身体接触,危 険 なプレーなどを しな

い よう心が けてい た.

3。 フェアプ レー

ファール を した場合の謝罪があ った.チ ームメ

イ トの誤 った コール を正 した.話 し合 いの末,

自チ ームの意見 を認め,誤 った コールを撤 回 し

た。

4.ポ ジテ ィブな姿勢お よびセルフマネジメン ト

自己紹介があ った.軽 蔑的,挑 発的 な言葉遣い

を しなか った.ナ イス プ レー を褒 めて くれ た.

試 合後の スピリッ トサ ークルなどで良い印象 を

受 けた。

5.相 手 チームのス ピリッ トと比較

ルールの理解,身 体接触,フ ェアプレー,ポ ジ

ティブな姿勢お よびセ ルフマ ネジメン トにおい

て,相 手チ ームのス ピリッ トとの比較



アルティメットの授業実践

以下,公 式 ルールブックよ り抜粋

1ス ピリッ ト ・オブ ・ザ ・ゲームについて

1.1ア ル テ ィ メ ッ トは,接 触 禁 止,セ ル フ

ジャ ッジ制 を用い た競技 スポーツであ り,す べ

ての選手 はルール に忠実 でな ければな らない。

アルテ ィメ ッ トは,「 ス ピ リッ ト ・オブ ・ザ ・

ゲ ー ム」 とい う各 選手 の責任 感 あ る フェア プ

レーの もとに成 り立 ってい る.

1.2本 公 式ル ール は,い か な る選手 も意 図的 に

ルールを破 ることはない とい う前提で,反 則 に

対す る厳 しい罰則 は定めず,試 合上で起 こ りえ

る状況 を想定 し試合 をス ムーズ に進行 させ るた

めの方法 を示 してい る,

1.3選 手 は競技者 で ある と同時 に,審 判 として

の役 割 をも果 たす とい う認 識 を もつ 必要 があ

る.チ ーム問の仲裁 にあ たる際 選手 は以下 を

順守す ること.

1.3.1ル ー ル を熟知 してい ること.

L3.2公 正 かつ客観的 に判断す ること.

1.3.3正 直 であ ること.

1.3.4明 瞭 かつ簡潔 に意見 を述べ ること.

L3.5相 手 チ ー ムの 意見 を しっか りと聞 くこ

と.

1.3.6問 題 の解決 は可能 な限 り速 やか に行 うこ

と.

1.3.7他 者 に敬意 を持 った言葉遣 い を心が ける

こと.

L4競 争 心高 い プレーは奨励 され るが,お 互い

の相手 を敬 う気持 ち,ル ールの順守,プ レーを

楽 しむ気持 ちを,常 に心が けなが らプレーす る

こと.

1.5「 ス ピリ ッ ト ・オブ ・ザ ・ゲ ーム」 の精神 に

則 った,ア ルティメッ トに相応 しい と考 えられ

るマ ナー(行 動)を 以下 に示す.

1.5.1チ ー ムメイ トが誤 った もし くは不 必要 な

コー ル を した場 合 や フ ァー ル,バ イ オ

レー シ ョンを した場合 に注意す ること.

1.52コ ー ルが不必要 な ものだった と判断 した

ときには,そ の コール を撤回す ること.

1.5.3相 手 チ ー ムの 選手 の 良 い行動 や 「ス ピ

リッ ト ・オブ ・ザ ・ゲーム」の精神 は称

賛す ること.

1.5.4相 手 チーム に自己紹介 をす ること.

1.5.5意 見 の相違や挑発行為 に対 して冷静 に対

応 をす ること.

L6「 ス ピリ ッ ト ・オブ ・ザ ・ゲーム」 の精神 に

違反 し,い か なる選手 もとるべ きで はない行為

を以下 に示す,

1.6.1相 手 に危害 を及 ぼす ような危 険 なプレー

や,相 手選手 に対 して攻 撃的な態度 をと

ること.

1.6.2意 図 的 に反則行為 を行 った りルール に違

反 した りす ること.

L6.3相 手 チーム を嘲 った り,威 圧 す ること.

1.6.4得 点 に対 して相手 に不快感 を与 えない こ

と.

L6.5相 手 チー ムか らの コールへ の仕 返 しと し

て,コ ール をす ること.

1.6.6相 手 チーム にパス を要求す ること.

L7チ ー ム は,「 ス ピ リ ッ ト ・オ ブ ・ザ ・ゲ ー

ム」の精神 を大切 に し,以 下 を順守す ること.

1.7.1チ ー ム メイ トにルールや 「ス ピリッ ト ・

オ ブ ・ザ ・ゲ ー ム」 の精 神 に則 っ たマ

ナー(行 動)を 正確 に教 えるこ と.

1.7.2「 ス ピ リッ ト ・オ ブ ・ザ ・ゲー ム」 の精

神 に反 した行動 を取 った選 手 に対 して注

意す ること.

1.7.3「 ス ピ リッ ト ・オ ブ ・ザ ・ゲー ム」 の精

神 に対す る向上 を図るため,相 手チー ム

に対 して も,建 設 的な意見 ・提 案 をす る

こと.

1B初 心 者 が ルール を知 らず に違反行 為 を した

場合 には,経 験者がその違反行為 に対す る説明

義務 を負 うこと.

L9経 験 者 は,初 心者 や若手 を含 む選手 の試 合

において,ル ールや試合 中の仲裁 に対す るア ド

バ イスをす ることがで きる.

LlOル ー ル は,直 接 プ レー に関 わ ってい た選

手,も しくはその プレーを最 も客観的 に捉 えら

れ ることがで きる選手 によって判断 され るべ き

であ る。 キャプテン以外の プレー してい ない選

手 は,ル ールの判断 に関与すべ きで はない.た
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だ し,「 ア ウ ト ・オブ ・バ ウ ンズ」 と 「ダゥ ン」

の コールに関 しては,そ の コールが適切か どう

か をプレー してい ない選手 に対 し意見 を求め る

ことがで きる.

1.11プ レ ー中の コール も しくはその他 の問題 に

対 し,双 方の合意が得 られ ない場合 には,デ ィ

スクをコール前 もしくは問題発生前 にディス ク

を持 ってい たス ローワーに戻 し,プ レーをや り

直す こととす る.

2012年7月 に開催 され た世 界 アルテ ィメ ッ ト

選手権 の 日本VSカ ナダの試合 では,カ ナ ダが

ス ピリッ トオブザゲ ームに反す る行為があ った

と して,カ ナダが 日本 に謝罪文 を送 ってい る,

2)デ ィ ス ク を持 った ス ロー ワー に対 して マ ー

カー は,ス ロー ワー の3m以 内 に近 づい た ら

「ス トー リング」 と宣言 して10カ ウ ン トを開

始 で きる.こ の カ ウ ン トは,1秒 間隔 で行 う

が,カ ウン トが速い場合ス ローワーは 「ファス

トカウ ン ト」 を宣言で きる.「 ファス トカ ウン

ト」が宣言 され るとマ ーカーは2カ ウン ト前 に

戻 して再 度 カ ウ ン トを続 ける.さ らに もう一

度 「ファス トカ ウン ト」 が宣言 された場合 は,

マ ーカーは0か らカウン トを再 開す る.ス ロー

ワーは10秒 以内 にス ローを投 げ なければ なら

ないた め,も し投 げ られ なか った場合 は 「ス

トーリングアウ ト」 とな り,デ ィス クの所有権

が相手チ ームへ移行す る.
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